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Trimble GFX-750自動操舵設定
（キャリブレーション編）

自動操舵設定（キャリブレーション編）

 キャリブレーションまとめ キャリブレーション項⽬ APEMD

⾃動キャリブレーション
（⾃動計算） 必要

⼿動オーバーライド 任意

デットゾーン 不要

ポテンションメーター 不要

Pゲイン 不要

安定した走行性能を得るためには、

自動キャリブレーションは基本的に

必須。

その他のキャリブレーション項目に

ついては必ずしも必要ではないが、

実施を推奨。

安定した走行性能を得るためには、

自動キャリブレーションは基本的に

必須。

その他のキャリブレーション項目に

ついては必ずしも必要ではないが、

実施を推奨。
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 APEMDの場合

1. キャリブレーションする車両を選択し、右下のキャリブレーションをタップ。

衛星マークが の状態になっていることを確認。

自動操舵設定（キャリブレーション編）

2. 自動計算の有効化を選択し有効化。

 自動キャリブレーション

自動操舵設定（キャリブレーション編）
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3. 自動キャリブレーションをタップ

4. 指示事項を読んだうえでOKをタップ。

自動操舵設定（キャリブレーション編）

5. GNSS受信品質と前進速度が満たされている間、自動でのキャリブレーションが実行される。

ポイント

・エンジン回転数を最大付近で実施することで油圧が

安定し、より正確なキャリブレーションが実行できる。

・作動油温がキャリブレーション精度へ影響するため

エンジン、油温・粘度が安定してからの実施が必要。

・乾いた固い土壌での実施がベスト。

また、なるべく切り返さずに実施が望ましい。

実施環境的に切り返さないといけない場合は、

切り返しを行いキャリブレーションを実施。

・要求速度に近い速度（遅いより速いほうが良い）

で実施。

ポイント

・エンジン回転数を最大付近で実施することで油圧が

安定し、より正確なキャリブレーションが実行できる。

・作動油温がキャリブレーション精度へ影響するため

エンジン、油温・粘度が安定してからの実施が必要。

・乾いた固い土壌での実施がベスト。

また、なるべく切り返さずに実施が望ましい。

実施環境的に切り返さないといけない場合は、

切り返しを行いキャリブレーションを実施。

・要求速度に近い速度（遅いより速いほうが良い）

で実施。

自動操舵設定（キャリブレーション編）
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6. キャリブレーションを実施状況
青いゲージが進捗に合わせて溜まっていく。
ゲージが最後まで溜るとキャリブレーション終了。

推定速度に対してなるべく早い速度で実施。
最初は「3.00Km/h」が要求され、後半に差し掛かると、
「5.65Km/h」を要求される。

方向転換に記載されている通りに、
APMDが自動操舵を行う。

自動操舵設定（キャリブレーション編）

7. キャリブレーション時、切り返しを行う場合。

キャリブレーション時、周辺に障害物（車、畔など）が
あった場合には、APMDを手動で操作すると、安全装置が
働き、自動操舵が切れる。
その場合、キャリブレーションは一時停止モードに入る。
キャリブレーションを再開する場合は、障害物を避け、
トラクター位置を修正し、開始を再度押すと、
一時停止状態のキャリブレーションが再開する。

自動操舵設定（キャリブレーション編）
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8. 全てのプロセスが終了後に をタップし、保存。

ポイント

・結果には精度の評価点が出ますが、通常はBです

Cの場合は再実施を推奨します。

・保存を忘れると結果が反映されず再実施が必要になり

ますので、必ず保存をしてください。

・自動計算結果項目は６個出ます。

自動操舵設定（キャリブレーション編）

 自動キャリブレーション時のトラブルシューティング

自動操舵設定（キャリブレーション編）
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自動操舵設定（キャリブレーション編）


